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患者さん自身で一応『害はない』と判断

し行っているケースが多いようです。し

かし「相談できる人間関係でない」「民

間療法について聞いたときに反対された

ので勝手に試した」「担当医がよく変わ

るので」といった、なにかしらの対策が

必要と思われる回答も散見されます。

一方で民間療法を行ったことがない人

のその理由のなかには「医師を信頼して

いる」「今の治療に満足している」「民間

療法はエビデンスがない」など模範的と

もいえる記述回答が多く、これは、アン

ケートの回答者の半数以上がインスリン

療法患者さんであることと関係があるか

もしれません。

民間療法の経験者は４人に１人、その

うち「現在も行っている」人と「以前、

行っていた」人がほぼ半々に分かれると

いう結果でした。民間療法の種類として

は、グアバ茶、健康茶などのお茶系統と、

玉葱、カイアポ、黒酢、青汁、クロレラ

といった食品類が多く、ほかにウコンの

錠剤、ゴーヤの錠剤などのサプリメント

や漢方薬などが目立ちます。また、整体

や鍼灸治療、血糖値を下げる電磁波とい

った回答もありました。

民間療法経験者のうち医療スタッフに

相談した人は約３割です。相談せずにい

る理由としては「食べ物なので相談する

必要はないと思う」という答えが多く、
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糖尿病は、患者さんが民間療法に

流されやすい病気です。そのため、

民間療法に対し医療スタッフがどう助

言しているか、患者さんがどう受け止

めているかを、知ることは重要です。

本結果では、民間療法で成功してい

る率は少ないことが分かります。医

療スタッフ側は、無理に禁止していな

いことが分かります。自己責任で、

という抑止力が働いているようです。

しかし油断は禁物。多くの患者さん

を信者にする民間療法がいつ登場し

ないとは限りません。その際には、

こうした調査を通じ、自制を促す活

動が重要になるかもしれません。


